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	渡邉 美千代
	わたなべ　
	みちよ
	45歳・2児の母・完全無所属・移住者
	リモートワーク・米作り・城北小PTA会長
	中でも「教育への投資」は、飯山市の未来を左右する最重要項目です。
	これからの予測不能な時代でも、自分を愛し、自分らしく考え、行動できる子どもたちを育みたい。
	飯山市の『未来の主役たち』を育てること以上に、価値のある長期的投資が他にあるでしょうか。
	私は、飯山市ならではの地域資源をより活かした学校環境をつくり、「教育移住」を推進したいと考えます。
	そして豊かな教育を求め、移住を検討する家族が安心して定住できるよう、市民の皆様から寄せられる声を活かし
	困りごとや不便を一つずつ改善していきます。それは移住者のためだけではなく、いま飯山市で暮らす全ての市民の皆さまが「ここに住み続けたい」と思える街づくりへも繋がっています。
	予算や条例の審議、行政の監視、市民の声を届けること。これらは当然、これからも地方議員の大切な仕事です。
	しかしこれからは、市民、行政、企業、学校、福祉、商店など、地域の人や団体、知識や経験を議員が「窓口」となって繋ぐ時代です。市民の皆さまと共に飯山市の未来を描き、そこから生まれるプロジェクトを市内外へ広く発信していきます。また、時代の変化や市民のニーズを捉え、議員としての活動や役割も見直していきます。

	雪・森・水・食・文化・人　飯山は資源の宝庫
	余白だらけのこのまちで 新しい挑戦を始めよう！



